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どちらも 20lTトSPECI､では coldal･eaを示 してお り,

病理診断は astrocytomagradeIであった.

【結論】全ての症例において gliomaの gradeと 2OITI

の uptakeの間に相関を示 した.更に症例1, 2では

radiationneerosisと recurrentgliomaの鑑 別 に

p-B一一10) 99mTc-DTPA-ヒ ト血清 ア′しイ ミン

(HSA--D)SPECT による脳腫塙 の

血管床及び血管透過性の評価につ い

て
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【目的】天幕上の脳腫壌25例 [転移性僻腫療lO例,悪

性星細胞腫 (Gr.3)8例.髄膜腫7例=Iを対象と して,

99rnTe-DTPA-ヒト血清7'/Lブミン (99mTc-HSA-D)及

び 201TISI〕ECT を施行 し,前著の臨床的意義につい

て検討した.99mTC-HSA-D SPECT では トレー-サーー投

与10分後に early鼠 5時間後に dclayed像を撮像 し,

各々 HSA-1Lndex(腫癌..了皮質領域)を算出 し,その経

時変化及び ーrトindex (腫壕 ･.､対側大脳)との相関関係

を分析した.【結果】各瞳額型において HSA-I)delayed

i11dexは earlyi11dexよりも有意 (p<0.05)に増加 し

た. 悪性星細胞腫と髄院瞳で.HSA-1p)early及び delayed

indexが有意 (p<0.01,p<O.OOl)に相関 し,感性星

に相関した.【考察】HSA-Dcarlyindexは,腫壕 の

血管床,delayedindexは血管透過性を反映し,これ

p-B-ll)C-llmetlli(･)nineによる脊髄髄内陸
塙の PET イメー ジ
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脊髄病変の診断は MRIなどの非侵襲的画像診断の

進歩で飛躍的iこ向上 している.最近,頚髄髄内陸癌にお

いて C-llmethi()nine(Met)PET を行い.若干の知

見を得たので報告する.

症例は68歳の男性で,5年前より両足底かZT〕上行性に

進行する知覚低下があ り.1年前には進歩が困難にな一'

た.入院時,C8以下の知覚障害 と軽度の四肢蘇峰があ

り-両下肢の膝反射が先進 していた.MRIで C3.-4お

早.T2強調像で高信号の髄内病変が認め られた.病変

は Gd-DTPA で境界鮮明に均 ･･一･･･一･に増強 され その頚お

よび尾側に兼職を伴っていた.PET は画像再構成によ

に明瞭に描出 され ことに Thl-2レベ′しの腹側;こ高

輿梼域がふr)わた.手術所見では腫癌が 0㌻Th2の Met

集構成に存在 し.Metの商敏横域で周囲組織 と強 く穂

首 しており.米菓血管が豊富であった.腰痛摘出と嚢胞

の開放を行い,組織診断は CI光lldymomaであった,

p--B-12)Sympt()maticpinealcystの 1例
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閉塞惟水頭症により発症 した 1例を経験 Lたので報告

する.症例は57歳女性.頗量感を主訴に受診 したが.檀

度の知能低下以外には,特に神経学的に異常を認めなかっ

た.画像上 側脳室は著明に拡大 し,quadrigeminalplate

の上方に位殿 した eystje111aSSによi)中脳水道は閉塞

されていた.CTcisternog【･aphyでは cyst内-の造

影剤の移行は認められなかった.hlmIでは GdによL)

薄 く平滑な wallが描出さIptた.TranstentorialsLlPra-

ceret光11arapproachにて cystを亜全摘 L.症状の改

善をふた.Pinealcystは画像診断の進歩に伴い MRI

で2.5-40Joに発見され るが本例のように症状を皇する

例 は 稀 で あ る .

PmB一一13)滑車神経鞘腫の 1例
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症例は39才の女性.主訴は頭痛 ･鳴吐 ･複視.現病歴

は来院 2年前よE)左 目がちらつ き始め,平成4年 7月20

日頃からはめまいが出現. 7月26円朝.左前頭部の頭重

感 ･晦吐 ･複視を訴え,同日当院神経内科を受診.脳腫

癌の診断で 8月22日当科紹 介入院 となる.神経学的陽性


